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は じ め に 

 近年，国内外で Campylobacter jejuni(以下

C.jejuni)による食中毒が多発しており，C.jejuni

は，最も重要な食中毒病因物質の一つとなってい

る。当所では，衛生微生物技術協議会カンピロバ

クターレファレンスセンター(以下レファレンス

センターという。)の支部として，患者から分離さ

れたカンピロバクターの血清型別及び薬剤耐性の

状況把握を行っている。2014 年の広島市における

散発事例患者及び食肉由来株の血清型と薬剤耐性

について検討したので報告する。 

方 法

1 菌株 

 2014 年に市内医療機関から分与された散発下

痢症患者由来(以下散発患者由来)C.jejuni 菌株

117株及び当所で分離した食肉由来C.jejuni菌株

64 株の計 181 株を供試した。 

2 血清型別 

易熱性抗原血清型別は，衛生微生物技術協議会

のレファレンスセンター配布抗血清(Lior(LIO)型

別及び TCK 型別抗血清)30 種類を用い，スライド

凝集反応法で行った。 

耐熱性血清型別は，市販の Penner 群別抗血清

(デンカ生研)25 種類を用い，受身血球凝集反応法

で行った。 

3 薬剤感受性試験 

6 種類の抗生物質(EM，TC，NA，NFLX，OFLX，CPFX)

について，Sensi-Disc(BD)を用いた一濃度ディス

ク法(CLSI 法)により実施した。 

結 果

1 散発患者由来 C.jejuni 血清型 

易熱性抗原血清型を表 1 に示した。LIO4 型が 28

株(23.9％)と最も多く，次いで LIO1 型が 7 株

(6.0％)であった。供試した 117 株のうち，22 株

(18.8％)が型別不能であった。 

耐熱性抗原血清型を表 2 に示した。O 群が 17 株

(14.5％)で最も多く，次いでB群が7株(6.0％) で

あった。複数血清に凝集する株はみられなかった。

供試した 117 株のうち，72 株(61.5％)が型別不能

であった。 

易熱性抗原の血清型別と耐熱性抗原血清型別の

関係を表 3 に示した。LIO4 型と B 群の組み合わせ

が最も多く 7 株みられた。LIO22 型と O 群の組み

合わせが次に多く 6 株みられた。 

型別率は易熱性抗原が 81.2％，耐熱性抗原が

38.5％で易熱性抗原血清型の方が高い結果となっ

た。 

2 食肉由来 C.jejuni 血清型 

易熱性抗原血清型を表 4 に示した。易熱性抗原

血清型は，LIO4 型が 8 株(12.5％)と最も多く，次

いで LIO9 型，LIO19 型がともに 4 株(6.3％)であ

った。供試した 64 株のうち，19 株(29.7％)が型

別不能であった。 

耐熱性抗原血清型を表 5 に示した。O 群が 10 株

(15.6％)と最も多く，次いで D 群が 5 株(7.8％)

とであった。供試した 64 株のうち，33 株(51.6％)

が型別不能であった。複数血清に凝集する株が 1

株みられた。 

型別率は易熱性抗原が 70.3％，耐熱性抗原が

48.4％で食肉由来の C.jejuni についても易熱性

抗原血清型が高い結果となった。 

3 薬剤耐性 

散発患者及び食肉由来 C.jejuni の薬剤耐性パ

ターンを表 6 に示す。 

散発患者由来 C.jejuni は，117 株中 90 株

(76.9％)がいずれかの供試薬剤に耐性を示した。

薬剤耐性パターンは，TC単剤耐性16株(13.7％)，

キノロン剤(NFLX，OFLX，CPFX，NA)耐性 11 株

(9.4％)， キノロン剤のうち NFLX，CPFX，NA の 3

剤耐性 1 株(0.9％)，キノロン剤に TC を加えた 5

剤耐性が 61 株(52.1％)であった。カンピロバクタ

ー腸炎治療の第一選択薬である EM を含む供試薬
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表1 散発患者由来C.jejuniの易熱性抗原血清型 

血清型 株数 血清型 株数 

LIO 1 7 LIO 50 3 

LIO 4 28 LIO 60 1 

LIO 5 3 TCK 1 6 

LIO 6 4 TCK 12 1 

LIO 7 3 TCK 26 1 

LIO 9 1 LIO 1/7 1 

LIO 10 1 LIO 1/9 1 

LIO 11 3 LIO 1/19 1 

LIO 17 2 LIO 2/28 1 

LIO 18 2 LIO 4/26 1 

LIO 19 6 LIO 4/TCK 1 1 

LIO 22 6 LIO 17/TCK 26 1 

LIO 26 1 LIO 54/TCK 26 1 

LIO 27 1 LIO 1/4/TCK 1 1 

LIO 28 4 LIO 7/27/TCK 26 1 

LIO 49 1 UT 22 

  計 117 

 

剤6剤すべてに耐性を示す株が1株(0.9％)みられ

た。供試した 6 剤すべてに感受性を示した株は，

27 株(23.1％)であった。 

食肉由来 C.jejuni では，TC 単剤耐性株が 4 株

(6.3％)，キノロン剤に TC を加えた 5 剤耐性株が

32 株(50.0％)であった。供試した 6 剤すべてに感

受性を示した株は 28 株(43.8％)であった。 

表2 散発患者由来C.jejuniの耐熱性抗原血清型 

血清型 株数  血清型 株数 

B 7  O 17 

D 2  P 1 

E 1  S 1 

F 4  Y 3 

G 2  Z6 1 

J 1  UT 72 

L 5    

   計 117 

 

近年はキノロン剤(NFLX，OFLX，CPFX，NA)への

耐性株が多く分離されている。6 年間の経年変化

を表 7 に示す。散発患者由来株の耐性率は 2011

年から低下する傾向がみられていたが，2014 年は

63.2％と高かった。例年に比べ散発患者から

PennerO 群が多く検出され，その全ての株がキノ

ロン剤耐性株であった。 

散発患者由来 C.jejuni の血清型別感受性試験

結果を表 8 及び表 9 に示す。6 剤すべてに耐性を

示した1株は Lior型別不能，PennerE群であった。

LIO4型及びPennerO群では感受性株が少なかった。 
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表 3 散発患者由来株の易熱性抗原と耐熱性抗原血清型 
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B  7                

D           1     1  

E                  1

F    4              

G              1     1

J              1     

L              1 4     

O     3    1   6  1     1 5

P                  1

S   1               

Y              2 1     

Z6          1        

UT 7 21 2   1 1 3 1 1 5  1 1 1 3 1 2 1 1 1 1 1  1 1 14
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表 4 食肉由来 C.jejuni の易熱性抗原血清型 

血清型 株数 血清型 株数 

LIO 1 3 LIO 28 3 

LIO 2 1 LIO 50 2 

LIO 4 8 TCK 1 1 

LIO 7 1 TCK 26 1 

LIO 9 4 LIO 2/49 1 

LIO 10 2 LIO 7/9 1 

LIO 11 3 LIO 1/2 

/TCK 13 
1 

LIO 17 3 

LIO 18 1 LIO 5/9/ 

/17/26/27 
1 

LIO 19 4 

LIO 22 1 UT 19 

LIO 26 3   

  計 64 

表 5 食肉由来 C.jejuni の耐熱性抗原血清型 

血清型 株数 血清型 株数 

B 3 L 2 

D 5 O 10 

E 3 Y 3 

G 2 O,Z6 1 

I 1 UT 33 

K 1   

  計 64 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 散発患者由来及び食肉由来 C.jejuni の薬剤耐性パターン 

薬剤耐性パターン 
散発患者由来 食肉由来 

株数 ％ 株数 ％ 

TC 16 13.7 4 6.3 

NFLX/CPFX/NA 1 0.9   

NFLX/OFLX/CPFX/NA 11 9.4   

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC 61 52.1 32 50.0 

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC/EM 1 0.9   

感受性 27 23.1 28 43.8 

計 117 100.0 64 100.0 

 

表 7 キノロン剤(NFLX/OFLX/CPFX/NA)耐性株の経年変化 

  2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 

散発患者由来 耐性株数 44 60 25 26 27 74 

 供試株数 91 117 68 97 115 117 

 耐性率(％) 48.4 51.3 36.8 26.8 23.5 63.2 

食肉由来 耐性株数 9 2 5 - 5 32 

 供試株数 14 5 11 - 9 64 

 耐性率(％) 64.3 40.0 45.4 - 55.6 50.0 
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表 8 2014 年散発患者由来 C.jejuni の易熱性血清型別薬剤耐性パターン 

薬剤耐性パターン LIO1 LIO4 LIO5 LIO6 LIO7 LIO9 LIO10 LIO11 LIO17 LIO18 LIO19

TC 1 5     1   1  

NFLX/CPFX/NA           1 

NFLX/OFLX/CPFX/NA  2 1     1    

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC 3 19 1  3 1   2  1 

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC/EM            

感受性 3 2 1 4    2  1 4 

計 7 28 3 4 3 1 1 3 2 2 6 

 

薬剤耐性パターン LIO22 LIO26 LIO27 LIO28 LIO49 LIO50 LIO60 TCK1 TCK12 TCK26 LIO1/7

TC     1   1 1   

NFLX/CPFX/NA            

NFLX/OFLX/CPFX/NA 1   1    3    

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC 5 1 1   3 1   1 1 

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC/EM            

感受性    3    2    

計 6 1 1 4 1 3 1 6 1 1 1 

 

薬剤耐性パターン LIO1 

/9 

LIO1 

/19 

LIO2

/28 

LIO4

/26 

LIO4

/TCK1

LIO17

/TCK26

LIO54

/TCK26

LIO1/4 

/TCK1 

LIO7/27 

/TCK26 

 UT  計 

TC     1     4 16 

NFLX/CPFX/NA              1 

NFLX/OFLX/CPFX/NA          2   11 

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC 1   1  1 1  1 13   61 

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC/EM          1    1 

感受性  1 1     1  2   27 

計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 22  117 

 

表 9 2014 年散発患者由来 C.jejuni の耐熱性血清型別薬剤耐性パターン 

薬剤耐性パターン B D E F G J L O P S Y Z6 UT 計

TC 2       2 1     1     1 9  16

NFLX/CPFX/NA                         1   1

NFLX/OFLX/CPFX/NA 1           4 1   1     4  11

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC 4 1           16         40  61

NFLX/OFLX/CPFX/NA/TC/EM     1                       1

感受性   1   4     1      3   18  27

計 7 2 1 4 2 1 5 17 1 1 3 1 72 117

 

 


